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尿 路 性 器 感 染 症 に 対 す るcefluprenamの 臨床 的 検 討
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徳島大学医学部泌尿器科学教室*

湯浅 誠

高松赤十字病院泌尿器科

慢性複雑性尿路感染症13例,急 性精巣上体炎2例 に,cefluprenam(CFLP)を1回0.59あ るいは1

g,1日2回,5日 間点滴静注投与 し,次 の成績を得た。

1)慢 性複雑性尿路感染症13例 のUTI薬 効評価基準判定による総合臨床効果は,著 効3例,有 効4

例,無 効6例(総 合有効率54%)で あった。

2)慢 性複雑性尿路感染症における細菌学的効果は,21株 中17株(81%)が 消失 した。

3)急 性精巣上体炎2例 の主治医判定は著効であった。

4)副 作用および臨床検査値の異常変動は全例に認め られなかった。

以上の成績から,本 剤は尿路性器感染症に有用な薬剤 と考えられた。
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Cefluprenam(CFLP)は 新 し く開発 された注射 用セ フ

ェム剤 であ り,グ ラム陽性 菌お よびグラム陰性菌に対 し

て広 いスペ ク トラム と抗菌 力 を有す る。本剤 の抗 菌力は,

EntmcoccuS faecalisに 対 してはpiperacillin(PIPC)と

同 等 で,StaphyZococcusaumsに 対 し て はflomoxef

(FMOX),cefuzonam(CZON)よ り強 く,PseudomonaS

aemginosaに 対 してはceftazidime(CAZ)よ り強 いD。

また,本 剤は各種の β一ラ クタマーゼに対 して安定 で結合

親和性 が低 く,組 織移行性 は良好 で,そ の ほ とん どが未

変化体 の まま高濃度 で尿 中に排 泄 され る1)。今 回,泌 尿 器

科領域 の尿 路性 器感染症 に本 剤 を投与 して,臨 床効果 お

よび副作用 を検 討 したので報告 す る。

対象 患者は,1992年6月 か ら1993年1月 までに徳 島

大学医学部 附属病 院泌尿器科 お よび高松赤十字病院 泌尿

器科 で治療 を受 け た患者 で,治 験の 同意の得 られた15例

(39歳 ～80歳,平 均年齢64歳)と した。症例 の内訳は,

慢 性複雑性尿路感 染症13例,急 性精 巣上体 炎2例 であっ

た。本剤 の投与方法は,1回0.5gあ る いは1gを 生 理 食

塩液100mlに 溶解 し1日2回(朝 夕)60分 か け て5日 間

点滴静脈 内投与 した。 本剤の薬効 に影響 を与 える他 の薬

剤や処置の併用 は行 わ なか った。総 合臨床効果 はUTI薬

効 評価基準(第3版)2)に 従 い判定 した。 また 自他覚的症

状,膿 尿,細 菌尿 の推移 か ら,著 効,有 効,や や有効,

無 効 の4段 階評価 によ る主治医独 自の判定 もあわせ て行

った。安全性 につ いては,本 剤投与 中お よび投 与後の 自

他 覚的副作用 と,投 与前後 の臨床 検査値(末 梢 血 肝機

能,腎 機能,血 清電解質)の 異常 変動に よ り検 討 を行 っ

た。

慢性 複雑 性 尿路感 染症 の臨床 成績 をTable1に 示 し

た。主 治医判定 では,著 効3例,有 効6例,や や有効1

例,無 効3例 で有効 率 は69%(著 効 例+有 効例/全 症例)

で あ った。UTI薬 効 評 価基 準判 定 に よ る総合 臨床効 果

は,著 効3例,有 効4例,無 効6例(総 合 有効率54%)

で あ った(Table2)。UTI疾 患 病 態別 の総合 臨床効果

は,単 独感染 では6例 中4例 が有効以上,複 数菌感染 で

は7例 中3例 が有効以上 であ った(Table3)。 細 菌学的

効果 では,グ ラム陽性菌7株 中5株 が,グ ラム陰性菌14

株 中12株 が それ ぞれ消失 し,全 体 の菌 消失率 は81%で

あ った(Table4)。MICが3.13μg/ml以 下 であった7

株 は全株 が消失 した。存続菌(MIC)は,19カeca鷹2

株(25μg/ml,100μg/ml),Paeruginosa2株(6.25μg

/m1,>100μg/ml)で あ った。投与後 出現細菌 は,13例

中7例 に12株(Enterococcus faecium4株,

Psm40monas3株,そ の他5株)が 認め られた(Table

5)。

急 性精巣上体 炎の2例 中1例 は本剤投 与前後で菌が検

出 されず,他 の1例 はEschenchiacoliか らEfzecium

へ 菌 交 代 したが,主 治 医判 定 は2例 と も著効 であ った

(Table6)。

副 作用お よび臨床検 査値 の異常変動 は全症例 に認め ら

れなか った。

以上,本 剤 は尿路性 器感染症 に有用 な薬 剤 と考 えられ

た。
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Table 1.Clinical summary of complicated UTI cases treated with cefluprenam

CCC:chronic complicated cystitis

CCP:chronic complicated pyelonephritis

P.P.UTI:post prostatectomy UTI

BPH:benign prostatic hypertrophy

NF-GNR:non-fermenting gram-negative rod

*before treatment

/ after treatment

**

UTI:criteria proposed by the UTI Committee
doctor:doctor's evaluation
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Table 2.Overall clinical efficacy of cefluprenam in complicated UTI

Table 3.Overall clinical efficacy of cefluprenam classified by the type of infection

Table 4.Bacteriological response to cefluprenam in complicated
 UTI

regardless of bacterial count

Table 5.Strains appearing after cefluprenam

treatment in complicated UTI

regardless of  bacterial count

YLO:yeast like organism

Table 6.Clinical summary of epididymitis treated with cefluprenam

*before treatment

/ after treatment

** doctor's evaluation
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Cefluprenam(CFLP)was administered to 13 patients with chronic complicated urinary tract infections

(UTI)and 2 patients with acute epididymitis ata daily dosage of  lg or 2g b.i.d.for 5 days,and its clinical
efficacy and safety were evaluated.The following results were observed:

1)Clinical efficacy was evaluated according of the criteria of the Japanese UTI Committee.The
overall efficacy rate was 54% in the 13 patients with chronic complicated UTI.

2)Bacteriologically,17(81%)of 21 strains were eradicated in chronic complicated UTI.
3)According to the doctor's evaluation,clinical efficacy in 2 patients with acute epididymitis was

excellent.
4)No symptomatic side effects or laboratory findings were observed.
From the above results,we consider that CFLP is a useful and safe antibiotic for urogenital tract

infections.


